
最適なゲームインフラの
ためには密な連携が重要

　2010年1月から提供されている富士通の
パブリッククラウドサービス「ニフティクラ
ウド」は、短時間で利用／停止できるオンデ
マンド性や、時間単位の従量課金、国内デー
タセンターによる高いパフォーマンスなどを
特長としている。現在の利用数は、4,000案
件を越えており、「ドラゴンクエスト」や「ファ
イナルファンタジー」など数多くのヒット
ゲームシリーズを開発・提供してきたスク
ウェア・エニックスも、ニフティクラウドの
有用性に着目し、活用している会社の一つだ。
　コンシューマゲームのイメージが強い同社
だが、現在の主力コンテンツの一つとして、
いわゆる「基本プレイ無料」モデルのソーシャ
ルゲームも挙げられる。
　現在、ゲームのインフラ部分を担当してい
る船寄氏であるが、ソーシャルゲーム開発の
悩みとして、スピーディーな開発を求められ
るにも関わらず、多くの案件が同時進行して
いること、インフラ規模が大きいことを挙げ
る。船寄氏は「開発を外部の複数の会社に依
頼していることもあり、使う言語やOS、ミ
ドルウェアも様々。それぞれの風土に合わせ
るのが大変」と語る。
　ゲームのリリース後の運用フェーズでは、
負荷は常に注視しなくてはならない。負荷テ
ストはしているものの、予測以上のユーザー
が集まった場合の対策も必要だ。
　こうした高いアクセスに耐えられるインフ
ラとして同社が考えるのは、ネットワーク帯

域では10Gbps、ユーザーとサーバ間のレイ
テンシは数十ミリ秒、ディスク性能は少なく
とも数千、できれば数万IOPS（1秒あたり
に処理できる I/O数）は必要、インスタンス
タイプも柔軟に選べるというもの。
　インフラのみ優れていればよいかといえば
そうでもなく、スピーディーなゲーム開発の
ための取り組みも必要だ。インフラ構築ス
ピードを劇的に上げて機会損失を防ぐこと
と、新技術も含め多種多様な環境を扱うため、
それらを扱うノウハウの取得が重要になる。
　そんな課題を持つ同社がニフティクラウド
を採用した理由として、多種多様な技術要素
によるプロジェクトへの対応が可能なライン
ナップの豊富さがあった。インスタンスをい
つ立ち上げても品質が一定であり、耐障害性
が高いのも評価できるポイントだという。
　また、サポート体制も手厚く、同社とニフ
ティとで定例会を設け、課題や要望の共有な
ど、問題解決へ向けて共同で取り組む姿勢が
築けているという。「ここが一番大事なポイ
ント。対面で話し、方向性を明確にしていか
ないと、フラストレーションが溜まってしま
う」と船寄氏。もちろん、障害に対して即時
対応できる体制が整っている。また経営層へ
訴求できる点として、品質保証（SLA）の数
値も基準を満たしていた。
　「ニフティクラウドとは、定期的なやりと
りを通じ、課題の解決・提案を両者で探って
いけた。こうした姿勢で長いおつきあいがで
きたことが、一定の成果につながった」と船
寄氏は振り返る。

Ansible による「全部入り
サーバ」の構築の自動化

　では最適なクラウドを選択できた次の段階
として、船寄氏は、インフラ構築をどのよう
に効率化させたのだろうか。2年ほど前では
効率化できているとは言えず、サーバ構築の
際には開発チームに要件のヒアリングを行
い、インストール等の検証をし、チューニン
グをしていた。さらにノウハウをチームメン
バーに展開するためにドキュメント化してい
た。この方法では時間がかかるし、複数の案
件が同時進行すると、さらに多くの工数を取
られてしまう。
　船寄氏が考えた理想の状態は、前職でシェ
ルスクリプトを使いサーバ構築を自動化して
いた経験を活かし、検証などは事前にやって

スクエニのゲームインフラを構築・運用して
わかった、クラウドとの上手なつきあい方
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おき、サーバを立てるときは「いくつかのコ
マンドをポチッとする」だけで展開ができる
というもの。
　ただ、様々なミドルウェアを扱う関係上、
インストールするものを毎回選択してスクリ
プトを作成するとなると、複雑になり、メン
テナンスも大変だ。できれば案件名やアカウ
ント名称、パスワードを決めるだけで何とか
なるようにしたい。
　こうした理想を反映する形で作られたのが
「All-in-one」と名付けられたサーバだ。代
表的なものでは、言語はPHP、Ruby、Java、
Node.js、WebサーバはApacheとNginx、
データベースとしてMySQL、MongoDB、
K V S （ K e y - V a l u e S t o r e ） として
memcached、Redisをインストールした「全
部入りサーバ」というわけだ。その他にも様々
なミドルウェアが組み込まれている。「これ
で多種多様なゲームのアーキテクチャに対応
できる。同時にバージョン管理をすることで、
品質の向上と一定化を図ることが可能だ」（船
寄氏）。
　「All-in-one」の構築には、AnsibleとGit
を使っている。Ansibleは構成管理ツールだ
が、船寄氏が特に気に入っている点は、サー
バ構築の手順を記述するPlaybookはYAML
形式であるため、可読性が高いこと。Ruby
で記述しなければならないChefと比較して
も、インフラエンジニアに扱いやすい。対象
のサーバに何もインストールしなくても、
SSHでリモートログインして操作できるのも
便利な点だ。
　Gitも定番ツールであるが、リモートレポ
ジトリで複数人が同時に編集できるのが特長
の一つだ。また船寄氏は「自分だけの環境に
コミット（ローカルコミット）できる機能が、
Subversionと比較しても一番よかった」と
語る。Ansibleで作ったPlaybookをローカ
ル環境で検証できるからだ。
　船寄氏は、この「All-in-one」を使うエン
ジニアたちのロールを「管理者」と「利用者」
に分けた。管理者は、AnsibleのPlaybook
を編集し「All-in-one」自体の保守をする。
一方、利用者はエンジニア全員で、Ansible
コマンドを叩くことで「All-in-one」を利用

してそれぞれの案件に必要なサーバを作成す
る、というわけだ。
　管理者がAnsibleのPlaybookを更新する
際の手順は次の通り。管理者Aが、Ansible
のPlaybookをローカルで編集し、Gitで
pushする。リモートレポジトリが更新され
た際は、他の管理者にメールで通知される。
レポジトリの更新に気づいた他の管理者は
git pullを実施してローカル環境を同期する。
管理者Aは修正した内容についてExcelで共
有化して、一連の流れは終了だ。シンプルな
運用であるが、インフラエンジニアのみの少
人数チームであるため特に問題はない。
　利用者がAnsibleで「All-in-one」サーバ
を構築する際には、リモートレポジトリ
Playbookをローカルにクローン、それぞれ
の案件用に、パスワードやホスト名などを編
集し、Ansibleを実行してサーバが完成する、
というわけだ。Ansibleを使う利用者向けの
マニュアルでは丁寧に操作手順を示し、誰が
操作を行っても同一の環境が構築できるよう
に作りこんである。
　実運用が始まって以降は、どういうツール
を使いどんな運用を行っているのだろうか。
サーバ構築はAnsibleとGitで自動化してい
るが、あらゆる案件でAnsibleによる自動化
ができるわけではないため、サービスの起動
や、コンフィグ設定などの最適化は、bash
を使い手動で行っている。「ここはもう少し
最適化したい」と船寄氏。
　現在、同社が使用しているサーバの台数は、
案件ごとに数百、全部で数千にもなっている。

そのサーバ群のチェックを並列化・自動化す
るためのツールとしてはServerSpecと
Fabricが使われている。運用中のコンフィ
グなど設定変更時は、並列化ツールの
Capistranoを長らく用いている。
　最後に、今回の効率化の取り組みで感じた
こととして船寄氏は「チーム内の連携により、
ノウハウが蓄積できたのがよかった。習得コ
ストが意外と低く、やっていて楽しかった。
物事をシンプルに考えて何を優先するかが大
事で、All-in-one（全部入り）はスピード、
品質、ノウハウの一定を目指した結果」と振
り返り、セッションを終えた。
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富士通の取り組み
　富士通では他にも、クラウド、モバイル、ビッ
グデータ、IoTなどの最新技術を活用したビジ
ネス革新を実現するためのデジタルビジネス・
プラットフォーム「FUJITSU Digital Business 
Platform MetaArc（メタアーク）」を提供して
いる。また、デジタル革新ビジネスを目指すベ
ンチヤ一企業向けに、共創を通じた新たなビジ
ネスを創りあげることを目的とした「MetaArc 
Venture Community 」を用意。コミュ二ティ
では、クラウド環境はもちろん、富士通とベン
チャ一企業とのマッチングの場、商品の拡販・
プロモーションなど、4つの支援プログラムを
提供している。
　さらに富士通は、米国発祥の会員制オープン
アクセス型のDIY工房「TechShop」とライセ
ンス契約し、アジア第一号店をオープンした。
大規模なスペースに設置された本格的な工作機
器や3Dプリンタ、デザインソフトウェアなど、
モノづくりに必要な道具がそろっており、会員
同士の共創によるアイデアの洗練やビジネス化
を目指している。
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